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4月 21日(水)浜 国市庁舎前において、聖バルナバ保育園児

と市長により、鯉のぼりの掲揚が行われました。これは5月

5日 (祝)からの児童福祉週間にあわせて、児童のすこやかな成

長を願って行われたものです。
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源
田
市
市
民
憲
章

昭
和
五
十
五
年
十

一
尾
三
日
制
定

わ
た
く
し
た
ち
は
　
日
本
海
の
美
し
い
自
然
と

温
か
い
人
情
を
詰
る
浜
田
市
民
で
す

明
る
い
豊
か
な
浜
日
を
つ
く
る
た
め
に
　
一こ
の

憲
章
を
定
め
力
を
あ
わ
せ
て
進
み
ま
す

一　
き
ま
り
を
守
り
　
よ
い
習
慣
を
育
て

き
れ
い
な
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
働
く
喜
び
を
も
ち
　
産
業
を
お
こ
し

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
か
ら
だ
を
鍛
え
　
健
康
で

平
和
な
家
庭
を
つ
く
り
ま
す

一　
教
養
を
高
め
　
若
い
力
を
伸
ば
し

清
潔
で
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

一　
老
人
を
う
や
ま
い
　
一し
ど
も
を
大
切
に
し

明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
す



価は7rlならず 必 ず隣有り
浜日市国際交流員 韓  開

そうこれは、言命語です。言命語といえば、子し子の言語

録です。子し子といえば、中国済寧市の出身です。済寧

市といえば、私の故奴Sです。私とは?

早速自己紹介しましょう。私は、韓開と申します。

中国済寧市からやってまいりました平成16年度の国際

交流員です。この近年、浜日市と中国との交流ほ
―層

盛ん|こなり、各分野で実りの多い成果を収めました。

石嘴山、栄成、石景山を始め、北京、上海、西安など

を訪間された人が沢山います。浜日市民ほ中国の政府

や民間に高<評 価され、特|こ援助を受けた子どもたち

|こ愛され、まるで子し子の言うとおり、
“
徳ほ孤ならず

魅ず隣有り
"だ
と思います。(人格者は一人ぼっちでは

ない。必ずその人格|こひかれ、それを仰ぎ、それこ共

鳴する人がいるものである。)私は浜日|こ来ることがで

きて、改めて運がいいと思っています。

ところで、皆さん、済寧市のことをご存じですか?

済寧市は東万文化発祥の地の一つで、儒家学説の代表

的な人物群 子し子、孟子、顔子 (顔回)、曾子 (曾参)、

子思子らの生まれ故郷です。済寧ほ山東省の南西部|こ

位置し、京杭大運河の中部|こあたり、全市の総面積ほ

1.1万平万キロで、総人□ほ 796万 人です。済寧市

ほ現在、市 中 区、 曲 阜市、禿 州 市、郊 城 荷、 梁

山県、微山県、金奴F県など12の県区市を管轄していま

す。市の南|こは、中国北部で一番の広さを請る微山湖

があり、北こほ 『水滸伝』の舞台である水)白梁山があ

ります。済寧市ほ山東省で文物 ・古跡が最も多<、 中

国でも有名な文物 ・古跡集中地区の一つです。年こ―

度 9月末|こ開催される曲阜国際子し子文化祭は、国家観

光局|こ全国十大観光祭の一つ|こ指定されています。

曽さん、この子し子、孟子の故郷、礼を大切|こする町

ヘー度め出か|す<だ さい。

国
保
料
の

２
割
軽
減
の
申
請

国
民
健
康
保
険
料
の
２
割
軽
減
制

度
を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。
２
割

軽
減
を
受
け
る
に
は
、
平
成
１６
年
１

月
か
ら
５
月
ま
で
の
収
入
状
況
な
ど

の
申
請
が
魅
要
と
な
り
ま
す
。

２
割
軽
減
Ｅ
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
世
帯
任
は
、
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
。
５
月
３‐
日
側
ま
で
に
防
要
事
項

を
記
入
の
う
え
申
請
し
て
＜
だ
さ
い
。

【２
割
軽
減
の
制
度
と
は
】

国
民
健
康
保
険
Ｅ
加
入
し
て
い
る

世
帯
で
、
加
入
者
全
員
の
前
年
中
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
次
の
所
得
金

額
以
下
の
場
合
ほ
は
、
均
等
割
額

・

平
等
割
額
が
２
割
軽
減
さ
れ
る
制
度

で
す
。

加
入
人
数
　
世
帯
の
所
得
金
額

・
１
人
　
　
６
８
万
円
以
下

・
２
人
　
１
０
３
万
円
以
下

ｏ
３
人
　
１
３
８
万
円
以
下

・
４
人
　
１
７
３
万
円
以
下

・
５
人
　
２
０
８
万
円
以
下

以
下
、
１
人
加
入
ご
と
に
３５
万
円

を
加
え
た
額
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税
係

⑦
番
窓
□

（な
内
線
１
３
２
）

蛇
日
の
パ
ツ
キ
ン

水
道
笛
の
中
を
清
掃

水
道
週
間

（６
月
１
日
～
７
日
）

ほ
あ
わ
せ
、
蛇
□
か
ら
ポ
タ
ポ
つ
と

水
が
漏
れ
て
い
る
個
人
住
宅
を
対
象

ほ
、
水
道
部
が
無
料
で
パ
ツ
キ
ン
（２

～
３
個
程
度
）
の
交
換
を
し
ま
す
。

た
だ
し
、
湯
と
水
の
出
る
混
合
水

栓

・
シ
ン
グ
ル
レ
バ
ー
式
ほ
取
り
替

え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
＜
だ
さ

い
。無

料
交
換
の
申
し
込
み
は
、
電
話

で
受
け
付
け
、
水
道
部
の
計
画
に
よ

り
６
月
１
日
快
か
ら
順
次
交
換
し
ま

す
。な

お
、
自
分
で
パ
ツ
キ
ン
の
取
り

替
え
を
す
る
人
は
、
パ
ツ
キ
ン
を
水

道
部
窓
□
ま
で
取
り
ほ
来
て
＜
だ
さ

い
。
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

受
付
期
間
　
５
月
勢
日
個
～
３‐
日
個

（土

・
日
を
除
＜
）

受
付
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
～
午
後

５
時

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道

部

（査
内
線
２
６
６
、
２
６
７
）

濁
り
水
な
ど
の
防
止
の
た
め
、

夜
間
消
火
栓
や
排
泥
弁
を
開
放
し

て
清
掃
し
ま
す
。

作
業
中
ほ
多
少
の
濁
り
水
な
ど

が
発
生
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
月
日
　
６
月
１
日
～
３０
日
ま

で

（各
地
区
１
日
）

作
業
時
間

午
後
１１
時
～
翌
日
午
前
５
時

作
業
地
区
　
石
見
地
区
、
浜
日
地

区
、
長
浜
地
区
、
周
布
地
区

作
業
す
る
時
ほ
事
前
に
広
報
車

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
部
工
務
係

（ａ
内
線
２
６
６
）

広報ほまだ :平成16年5月 15日暑



―おけだ特測市民   に "W,tⅢ ⅢJ
第3期 「はまだ増剛市霞話U臣」会員募集

全国各地の浜田市 ・浜日市周辺市町村の出勇者や、
“
はまだ
"|こ
縁や関心のある人|こ八会してもらい、ほまだ地

域を支援してもらうことを目的こ、「第3期はまだ特別市民制度」を平成16年4月|こ発足しました。

「ほまだJIこ縁や関心のある人なら、市内外を問わずどなたでも入会できますので、ぜひ申し込んで<だ さい。

また、市外こ住んでいて、制度|こ関心のある人を紹介して<だ さい。

①期間 4月 1日から平成18年3月 31日までの 2年 間

①会費 3,000円 (2年 間分 ・平成16年度入会者)

※ 八 会金ほ不要です

○賛助金 制 度運営の充実を図るため、贅動金をつのつています。趣旨を理解してもらい、ご協力よろし<お 願

します。

1□ 5,000円 から2□ 10,000円 まで

①申込方法 電 話またほFAXで 申し込んで<だ さい。「入会申込書Jな どを送付します。また、市のホ
ームペー

ジでも入会を受付けています。

(hitp://www city.hamada shimane」p)

①会員特典 「ほまだ」の最新情報、イベント情報や特産品情報、観光施設の紹介や割弓情報などこついてお届け

します。また、「施設利用優待制度」も利用できます。
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○連絡先 制度運営委員会

□ ②3091)

@city hamada s

第402回浜田市議会庭例会日程(予定)

会期 5月 21日～6月 9固

5月 21日C)開 会 施 政方針表明

提案説明

27日(本)一 般質問

28日(金)一 般質問

6月 1日快)議 実質疑

2日 (水)議 実質疑

3日 (本)常 任委員会

4日 (金)常 任委員会

7日 (月)特 別委員会

9日 (水)表 決

なお、日程|こついては、予定であり、開

会―週間前|こ正式に決定されます。

また、上記日程中、各会議を1着聴するこ

とができますが、 6月 3国 ～ 7日 の各委員

会への情聴は、 1人 1日 1委員会、かつ 1

委員会|こつき 3人 までで、会議開会8寺亥」

(通常午前10時)ま での先着順です。

広報ほまだ :平成16年5月 15日暑

事務局 (総合調整室内)

himane jp
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浜
田
市
下
水
道

排
水
設
備
指
定

工
事
店

の

指
定
の
申
請

市
で
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の

供
用
開
始
区
先
が
け
、
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
指
定
の
申
請
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

下
水
道

（農
業
集
落
排
氷
施
設
を

含
ぬ
）
ほ
接
続
す
る
た
め
の
家
庭
内

排
水
設
備
工
事
は
、
指
定
工
事
店
の

指
定
を
受
け
を
施
工
業
者
で
な
け
れ

ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。

市
内
で
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事

の
施
工
を
希
望
す
る
工
事
店
は
、
排

水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定
の
申
請

を
行

っ
て
＜
だ
さ
い
。

【指
定
の
要
件
】

Ｏ
側
日
本
下
水
道
協
会
島
根
県
支
部

が
実
施
す
る
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
資
格
認
定
試
験
区

合
格
し
て
そ
の
資
格
を
認
定
さ

れ
、
県
支
部
ほ
登
録
し
た
者
を
専

属
で
屋
用
し
て
い
る
こ
と
。

②
工
事
の
施
工
Ｅ
防
要
な
設
備
お
よ

び
機
材
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
。

そ
の
ほ
か
の
要
件
ほ
お
問
い
合
わ

せ
＜
だ
さ
い
。

受
付
期
限
　
７
月
３０
日
Ｃ
ま
で

手
数
料
　
１
万
円

（申
請
の
際
区
魅

要
と
な
り
ま
す
。
）

申
請
書
ほ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
申
請
の

際
区
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
あ
間

い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課

（ａ
内
線
４
４
８
）



４
月
７
日
ほ
、
島
根
県
立
大
学
の

入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
入
学
式
で

宇
野
重
昭
学
長
は
、
「地
域
と
と
も

ほ
大
学
が
あ
る
こ
と
は
、
我
々
の
喜

び
で
す
。
そ
れ
だ
け
底
我
々
は
、
地

域
の
発
展
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
い

島根県立大学

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
新
し
い

知
識
や
ア
イ
デ
イ
ア
を
通
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
開
発
や
情
報
発
信
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
述

べ
ま
し
た
。
今
年
度
新
た
に
、
１
年

次
入
学
生
２
３
２
人
、
３
年
次
編
入

学
生
２
人
の
学
部
生
２
３
４
人
と
大

学
院
生
１３
人
が
本
学
任
入
学
し
ま
し

た
。
本
県
を
は
じ
め
全
国
３４
府
県
か

ら
の
学
生
の
ほ
か
、
韓
国
や
中
国
か

ら
の
留
学
生
を
迎
え
多
彩
な
顔
６
れ

と
な
り
ま
し
た
。
総
学
生
数
９
２
０

人
余
り
と
な
り
、
キ
ヤ
ン
パ
ス
ほ
ほ

学
生
の
活
気
が
滴
ち
あ
る
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
若
い
力
を
地
域
活
動
や
ま

ち
づ
＜
り
に
注
ぐ
こ
と
で
、
大
学
と

地
域
が
密
接
区
連
携
し
、
お
互
い
ほ

勇
近
な
存
在
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ

う
ほ
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

韓
国
語
学
研
修
学
生
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
募
集

韓
国
の
大
学
か
ら
語
学
研
修
生

が
や
っ
て
き
ま
す
！
普
段
着
で
、
気

軽
に
国
際
交
流
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

本
学
の
交
流
協
定
校

で
あ
る
韓

国

・
慶
道
大
学
か
ら
語
学
研
修
生
約

郷
人
が
来
学
し
ま
す
。
こ
の
研
修
の

一
環
で
行
う
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
入

れ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
実
施
期
間

７
月
３
日
働
～
４
日
０

○
受
入
人
数
　
１
家
族
当
た
り
１
人

ま
た
は
２
人

○
日
本
語
の
会
話
は
、
ほ
と
ん
ど
で

き
ま
せ
ん
が
、
昨
年
度
も
こ
と
ば

の
壁
を
越
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
受
け
入
れ
に
係
る
報
酬
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
と
、
滞
在
中
の
食
事
や
、

外
出
な
ど
に
係
る
経
費
は
、
受
け

入
れ
ご
家
族
で
負
担
願
い
ま
す
。

①
受
入
れ
決
定
　
６
月
末
底
連
絡

①
問
い
合
わ
せ
先
　
事
務
局
学
生
グ

ル
ー
プ

（奮
②
２
２
０
２
）

こ
の
４
月
ほ
着
任
し
た
新
任
教
員

３
人
を
紹
介
し
ま
す
。

王
泰
雄

（ワ
ン

・
テ
ウ
ン
）
教
授

本
学
の
交
流
協
定
校
で
あ
る
韓
国

慶
北
大
学
校
教
授

韓
国
語
な
ど
を
担
当

研
究
テ
ー
マ
ほ
韓
国
文
化
と
日
本

文
化
と
の
比
較
な
ど

江
島
由
裕

（え
し
ま

・
よ
し
ひ
る
）

助
教
授
∪
Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員

か
ら
赴
任

地
域
産
業
政
策
論
な
ど
を
担
当

研
究
テ
ー
マ
ほ
革
新
的
中
小
企
業
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
政
策
な
ど

小
野
陽
子

（お
の

・
よ
う
こ
）
講
師

東
京
理
科
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
経
営
工
学
専
政
卒
業
、
工
学
博

士

ｅ
ｅ
ｅ
合
ｌ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
ｅ
合
ｌ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
ｅ
ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
合
ｌ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｓ
ｅ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
，等
等
―
１
０

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 情
報
理
論
の
基
礎
な
ど
を
担
当

研
究
テ
ー
マ
ほ
計
算
機
統
計
学
な

ど５
月
２６
日
側
　
午
後
５
時
～
７
時

発
表
　
王
教
授
ほ
か

会
場
　
北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
棟
２
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

○
公
開
講
座

『２‐
世
紀
地
球
講
座
』

５
月
１９
日
側
　
山
日
政
美
教
授

「
ア
メ
リ
カ
人
ほ
目
を
網
め
て
喜

び
を
表
す
か
」

５
月
郷
日
体
　
山石
本
浩
史
講
師

「③
‐５７
集
団
食
中
毒
国
賠
訴
訟
」

６
月
２
日
側
　
井
上
厚
史
助
教
授

「韓
国
の
仏
教
」

６
月
９
日
体
　
日
嶋
義
介
教
授

「市
町
村
合
併
」

時
間
　
午
後
６
時
‐５
分
～
７
時
範

分
会
場
　
請
義
研
究
棟
中
講
義
室
５

ピ
ロ
ロ
ロ
ロ
ン
♪
　
授
業
中
突
然

着
メ
ロ
が
響
＜
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

教
室
内
で
は
携
帯
電
話
の
電
源
を
切

る
よ
う
注
意
し
て
い
る
の
で
す
が
、

守
れ
な
い
学
生
も
い
る
よ
う
で
す
。

先
日
、
『ケ
ー
タ
イ
を
持

っ
た
サ

ル
』
（正
高
信
男
著
、
中
公
新
書
）
と

い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
サ
ル
の
行

動
を
研
究
し
て
き
た
作
者
は
、
こ
の

本
の
中
で
、
現
代
の
若
者
た
ち
が
地

べ
た
座
り
を
す
る
こ
と
や
電
車
内
で

化
粧
を
し
た
リ
ケ
ー
タ
イ
で
会
話
を

し
た
り
す
る
こ
と
は
、
「家

（う
ち
）

の
な
か
」
感
覚
で
い
た
い
と
い
う
願

望
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
私
的

空
間
か
ら
公
共
空
間
へ
出
る
こ
と
を

拒
絶
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
論
じ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
公
共
の
場
と

は
人
間
の
文
化
を
高
度
化
さ
せ
、
生

活
を
社
会
的
に
す
る
た
め
、
理
性
を

用
い
て
作
り
出
し
た
人
工
物
で
あ
る

が
、
三
ホ
ン
ザ
ル
ほ
は
そ
れ
が
な
い

と
述
べ
、
現
代
の
若
者
た
ち
が

「人

間
ら
し
さ
」
を
捨
て
サ
ル
化
し
つ
つ

あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。
人
間

が

「人
間
ら
し
＜
」
な
る
た
め
Ｅ
は
、

生
来
の
資
質
ほ
加
え
て
、
社
会
文
化

的
区
様
々
な
努
力
を
魅
要
と
す
る
よ

う
で
す
。
本
来
、
家
庭
、
学
校
、
地

域
に
は
、
若
者
た
ち
が

「人
間
ら
し

＜
」
な

っ
て
い
＜
よ
う
し
向
け
る
装

置
が
備
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

浜
日
の
街
を
新
入
生
産
ち
が
間
歩

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
曽
様
Ｅ
は
、

温
か
＜
接
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
学
生
産
ち
が

地
域
社
会
の
よ
き

一
員
と
な
る
よ
う
、

導
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
＜
お
願
い
し

ま
す
。
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タッうダゥわ″ゥうタレつ″ウイウ才ウう夕の″レDタツう″ウ)″ウう″し'タツうタッう″しヽ″し'ダウう″レ)″レつ″咳う″レつ″ウつタウ)″レつ″ウ)″ウう″しつ″ウ'″ウXやミ・やヽ`やヽてやヽCやド

, 需n勇爵宙部配E富平斉軒新おE設何済語EttE部にお  じてきました。                   ｀ぐ

レ                                     ツしかし、平成15年度|こおいては、保険料を負担する ヽ,

号 ① 平成16年度の国民年金の保険料は月額13,300円です。  現 役世代の賃金の低下傾向が明らかこなつてきたこと S

, ① 据履磐据審独宮[予 鳥集量轡景言坐墨星が減額され  蜜
漏堅是＼掘昼僧魯曇橿己尋『霊獲僅あ墾留亀畳匡腸 ヽ

イ た り、年金を受けられなかったりすることがあります  価 指数の下落分だけの改定を行いました。そして、平 F

イ の で納付期限を守って魅ず納めて<だ さい。保険料の  成 15年度同様、平成16年度も平成
15年度の消費者物価 ド

イ 納 付期限ほ翌月末日です。              の 下落分である03%の みの減額改定を行うこととな ヽ

考 ○
保険料の納付は、便利で安心な「口座振替」をおすす  り ました。なか、平成16年度の年金額ほ下表のとおり ヽ

です。                  (単 位 :円)ン  め します。
)

ン 〇年金額のお知らせ

'  国 民年金や厚生年金などの公的年金では、消費者物

, 価 指数の変動こ応じて年金額を改定する 「完全自動物

3 価 スライド制」が採用されています。

'  こ れまで物価が上昇してきを間は、その上昇率|こ応

 ヽじ て年金額はヨき上げられてきました。平成11年以

草 降 、物価ほ下落し続|すており、その分、年金額も減額

ミ されることとなるところを、平成12年度から平成14年F  C 4 ι つ こ こ こ な つ ⊂ こ つ こ 、 十 出 乙+ ! 受 / J つす 以 守+                     (  ) r 」 ひ用恢  今
`

草 度 まで、減額改定を行わない特炉」措置を法律|こより講  問 い合わせ先 浜 日社会保険事務所 (a② o672) チl  r― Ψ  ヽヽ 、 ″ /… ハー/ ″ヽ― -10iン ▼ ▽ 10″ 」」…―一 ― ′一  ヽ1 -― V イ ーヤ
                                                       `

ミヘ,ミヘ,、へ,、へつヽヘペヘ, へヽつヽへつヽへ' ヘヽペヘ, へヽつヽへ) へヽい へりヽへ'ミヘ, へヽつヽヘペヘつヽへりヽへDミヘつヽヘペヘ'ミヘつヽへ, へヽつヽヘエわ″(ハ/Cゐ/Cつ〃い〃

新法年金

老齢基礎年金

障害基礎年金 (1級 )

(2級 )

遺族基礎年金 (子 1人 )

基 本

加 算

794,500

993,100

794,500

1,023,100

794,500

228,600

66,208

182,7581

166,2081

185,258

166,208

119,050

日法年金
10年年金

5年 年金

482,700

410.800

40,225

34,233

福祉年金 老齢福祉年金 407,100 33,925〕

内ほ月

訂正
「広報ほまだ」5月 1日
暑こめいて、次のとおり
誤りがありましたので、
訂正してお言宅びします。
◎P13「香典返し」
【誤】 「香典返し」
◎訪問看護ステーショ
ン浜田ヘ

レ港町 佐 本々正
【正】 「その他寄付」
◎訪間看護ステーショ
ン浜田ヘ

>港 町 佐 々木正

永
代
貸
借
し
ま
す

笠
柄
墓
地

笠
柄
町
１
４
７
番

墓
地

区
画
面
積
　
４
平
万
メ
ー
ト
ル

（２

メ
ー
ト
ル
×
２
メ
ー
ト
ル
）

区
画
数
　
２
区
画

申
込
資
格
　
市
内
区
住
所
ま
た
は
本

籍
の
あ
る
人

永
代
使
用
料
　
１
区
画
　
４６
万
円

管
理
料
　
１
区
画
　
５
万
円

（当
面

１０
年
間
分
）

納
入
方
法
　
契
約
時

一
括
納
入

申
込
方
法
　
５
月
１７
日
～
３‐
日
ほ
都

市
環
境
整
備
公
社
に
備
え
付
け
の

用
紙
で
同
公
社
へ
提
出

そ
の
ほ
か
　
申
し
込
み
の
際
、
市
内

区
住
所
が
あ
る
場
合
は
住
民
票

（個
人
の
写
し
）
、
市
内
区
住
所
が

な
＜
本
籍
が
あ
る
場
合
は
戸
籍
抄

不
が
魅
要
で
す
。
申
込
区
画
は
１

区
画
の
み
と
し
、
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。
（詳
網

ほ
要
項
を
参
照
し
て
＜
だ
さ
い
。
）

間
い
合
わ
せ
先
　
都
市
環
境
整
備
公

社

（市
役
所
日
町
分
室
２
階
　
な

内
線
１
３
７
）

皆猛醒割圏樹
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源
田
市
交
通
指
導
員
の
経
介

４
月
１
日
区
浜
田
市
交
通
指
導
員

に
‐８
人
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
曽
さ
ん

ほ
は
、
今
後
２
年
間
の
任
期
中
、
早

朝
に
お
け
る
交
通
監
視
、
交
通
安
全

指
導
、
各
行
事
の
際
の
交
通
指
導
な

ど
、
市
民
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
の
支
援
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

遠
藤
　
公
輝
さ
ん

（日
町
）
日
町
交
差
点

南
　
　
久
光
さ
ん

（黒
川
町
）

堀
江
自
転
車
店
前

舟
本
　
臼口
治
さ
ん

（朝
日
町
）

中
芝
橋
交
差
点

川
村
　
茂
之
さ
ん

（国
分
町
）

国
府
小
学
校
通
学
路

林
　
　
陸
男
さ
ん

（朝
日
町
）

朝
日
町
交
差
点

村
上
　
　
肇
さ
ん

（浅
井
町
）

は
原
小
学
校
通
学
路

東
　
　
清
司
さ
ん

（蛭
子
町
）

原
町
交
差
点

木
村
　
文
明
さ
ん

（浅
井
町
）

五
万
堂
交
差
点

浜
不
　
主我
正
さ
ん

（長
沢
町
）

Ｊ
Ａ
長
沢
支
所
前

又
村
　
清
美
さ
ん

（長
浜
町
）

商
港
交
差
点

秋
本
　
欣
樹
さ
ん

（熱
日
町
）

福
井
交
差
点

三
浦
　
博
志
さ
ん

（下
府
町
）

千
畳
苑
入
□
交
差
点

泉
　
　
國
博
さ
ん

（長
浜
町
）

日
脚
交
差
点

岩
日
　
伸
枝
さ
ん

（国
分
町
）

国
府
小
学
校
通
学
路

山
崎
　
敦
子
さ
ん

（殿
町
）

租
原
小
学
校
通
学
路

大
谷
　
軌
幸
さ
ん

（日
橋
町
）

美
川
小
学
校
通
学
路

水
上
　
一巖
夫
さ
ん

（鍋
石
町
）

美
川
小
学
校
通
学
路

岩
永ヽ
　
善
吉
さ
ん

（熱
日
町
）

長
浜
小
学
校
通
学
路

（総
務
課
防
災
交
通
係
）



県
土
木
協
会
で
は
、
県
内
の
道
路

お
よ
び
河
川
愛
護
団
添
の
育
成
、
な

ら
び
任
活
動
の
活
性
化
睦
役
立
つ
事

業
区
対
し
て
、
審
査
の
う
え
、
支
援

助
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
地
域
の
巻
さ

ん
に
、
生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路

・

河
川
に
対
す
る
愛
護
の
意
識
を
高
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

助
成
額
　
１
団
体
５
万
円
ま
で

（た

だ
し
、
食
料
費
ほ
助
成
対
象
と
し

自動車税について
①自動車税は納期内に納付しましょう!1

納期限は5月 31日側 です

自動車税は、毎年 4月 1圏現在で自動車を所有または

使用している人に毎年課税されます。車検時|こ納める税

金ではありません。納期限を過ぎた場合ほ、延)帯金を加

算して納税しな<て ほしヽけません。

自動車税|よ自動車を抹消登録、県外へ移転登録するま

で課税され続けます。抹消登録などをした場合は月割り

で自動車税を減額します。

また、自動車を下取り|こ出す場合|こは、トラブル発生

を防止するため必ず名義変更するよう|こして<だ さい。

自動車税ほ□座振替で納税ができます。

問い合わせ先 浜 日総務事務所納税グループ

(谷①5523)

○自動車税の 「グリーン化税制」

今年も適用されます。詳細はあ問い合わせ<だ さい。

問い合わせ先 浜 日総務事務所課税グループ

(aO)55 1 9)

ま
せ
ん
。
）

対
象
事
業
　
Ｏ
団
体
の
記
念
事
業
、

環
境
整
備
事
業
　
②
そ
の
他
の
事

業
申
込
締
切
日
　
６
月
４
日
０

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
　
建
設

企
画
課
国
県
事
業
係

（
奮
内
線
４
１
６
）

交
通
遺
児
等

育
成
資
金

【交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
】

自
動
車
事
故
睦
よ
り
死
亡
し
た

人
、
ま
を
ほ
重
度

の
後
遺
障
害
区

な

っ
た
人
の
子
ど
も

（０
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
）
ほ
対
し
て
無
利
子
の
育

成
沓
一金
を
貸
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者

貸
付
金
額
　
子
ど
も

一
人
に
つ
き
、

ほ
じ
め
区

一
時
金

１
５
５
、
０
０
０
円

貸
付
期
間
中
、
毎
月

２
０
、
０
０
０
円

小
中
学
校
入
学
時
任
入
学
支
度
金

４
４
、
０
０
０
円

※
　
詳
網
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

【重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
】

自
動
車
事
故
睦
よ
っ
て
頭
部
ま
た

ほ
脊
髄
睦
損
傷
を
受
け
、
重
度
の
後

遺
障
害
を
の
こ
し
、
常
時
、
ま
た
は

随
時
介
護
を
要
す
る
人
へ
介
護
料
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

受
給
資
格
者
　
白
賠
貢
認
定
通
知
書

が
１
級
１
暑

・
２
暑
、
ま
た
は
２

級
１
暑

・
２
暑
の
人

（平
成
１４
年

３
月
３‐
日
以
前
に
つ
い
て
は
、
１

級
３
暑

・
４
暑
、
ま
た
は
２
級
３

暑

・
４
暑
の
人
）
、
お
よ
び
こ
れ

と
同
等
で
あ
る
と
当
機
構
が
判
断

し
た
人

申
請
者
　
一受
給
資
格
者
の
法
定
代
理

人
ま
た
ほ
扶
養
し
て
い
る
人

※
　
詳
細
ほ
お
問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
独
立
行
政
法
人
自

動
車
事
故
対
策
機
構
島
根
支
所
業

務
課
（公
０
８
５
２
②
４
８
８
０
）

児
童
手
当

児
童
手
当
ほ
義
務
教
育
就
学
前
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
所
得

要
件
区
該
当
す
る
場
合
ほ
支
給
さ
れ

ま
す
。
所
得
制
限
額
の
超
過
ほ
よ
り

こ
れ
ま
で
手
当
を
一受
け
て
い
な
か
っ

た
人
も
、
５
月
中
区
手
続
き
を
す
れ

ば
６
月
か
ら
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
（所
得

制
限
額
ほ
つ
い
て
ほ
お
問
い
合
わ
せ

＜
だ
さ
い
）

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
ほ
５

月
中
区
子
育
て
支
援
課
②
番
窓
□
ま

で
次
の
も
の
を
持
参
し
て
＜
だ
さ

い
。

Ｏ
　
申
請
者
本
人
名
義
の
通
帳

（郵

便
周
以
外
）

②
　
代
理
人
が
来
庁
す
る
場
合
ほ
申

請
者
の
認
印

申
請

・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
⑫
番
窓
□

・
児
童

家
庭
係

（な
内
線
１
６
７
）

市道黒川上府緑通行翔llJ
黒川町地内こおいて、歩道拡幅工事を行います。

工事期間中ほ片侵」交互通行などの交通規制を行いま

す。期間中大変ご迷惑をおかけしますがご協力をお

願いします。

なお、工事期間中、東公園を不J用する人は石見武

道館横の入□を開放しますので利用して<だ さい。

期間 7月 30日C)ま で

(建設整備課)

至高佐町

広報はまだ :平成16年 5月 15日暑



奮
の
行
陳
相
談
週
間

５
月
Ｗ
日
倒
１
２ュ
一
＝

行
政
相
談
制
度
は
、
国
の
役
所

の
仕
事
、
地
方
公
共
団
体
が
補
助

金
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
仕
事

な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
を

受
け
付
け
、
公
平

・
中
立
な
立
場

か
ら
め
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行

っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
行
政
運
営
の
改

善
睦
役
立
て
て
い
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談

制
度
ほ
つ
い
て
、
き
さ
ん
に
理
解

し
て
も
ら
い
、
そ
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
に
、
「行
政
相
談
週
間
」

を
実
施
し
ま
す
。

市
で
は
、
行
政
相
談
委
員
が
次

の
と
お
り
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
任
相
談
し
て

＜
だ
さ
い
。
相
談
ほ
無
料
で
、
秘
密

ほ
固
＜
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
毎
週
水
躍
日

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

場
所
　
市
役
所
４
階
　
４
０
１
会
議

室
行
政
相
談
委
員

新
井
　
和
子
さ
ん

（真
光
町
》

奮
②
０
０
８
４

野
坂
　
哲
治
さ
ん

（長
浜
町
）

な
②
０
１
６
４

な
お
、
人
権
相
談
も
毎
週
水
躍
日

睦
同
時
Ｅ
行

っ
て
い
ま
す
。

総務省および経済産業省では 6月

1日、事業所 ・企業統計調査、商業

統計調査およびサービス業基本調査

を 1枚 の調査票で同時|こ行ないま

す。全国の民営の事業所すべてが対

象|こなります。

この調査は、統計法|こ基づいて実

施される国の重要な調査であり、提

出されを調査票を、統計上の目的以

外に使用することほありません。 5

月下旬から調査員が各事業所|こ伺い

ますので、ご協力をお願いします。

問い合わせ先

幅報管理課情報化推進係

(a内線 274)

共
創
の
ま
ち
づ
く
り

研
究
所
の
利
用
に
つ
い
て

市
で
は
、
市
民

・
県
立
大
学

・
学

生
が

一
杯
と
な

っ
て
進
め
る

「大
学

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
＜
り
」
を
推
進

す
る
た
め
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
朝

日
町

（
ン
テ
ィ
パ
ル
ク
前
》
の
空
き

店
舗
を
活
用
し
て

「共
創
の
ま
ち
づ

＜
り
研
究
所
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

郷
人
程
度
ま
で
の
簡
単
な
会
議
や

打
ち
合
わ
せ
な
ど
区
利
用
で
き
ま

す
。
広
さ
ほ
４７
２ｍ
で
、
ト
イ
レ
や
水

道
が
あ
り
ま
す
。
利
用
希
望
者
は
、

事
前
に
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
政
策
課

（な
内
線
３
４
２
）

最近、県内において、戸籍や国民健康保険の担当課

職員の名をかたり、電話で名前 ・生年月国 ・家族構成

などの個人情報を入手しようとする事案が発生してい

ます。

用件や担当者名を詳し<聞 き、疑わしい電話があっ

たときこ|よ回答せず、警察または市役所の担当課|こ連

絡して<だ さい。

訂正

「広報ほまだ」4月 15日暑こおいて、次のとおり誤りが

ありましたので、訂正してお記びします。

◎P10「平成16年度福祉タクシー券・バス券を交付してい

ます」の14行目

【誤】 1月 1日以降 (平成17年1月 1日～平成18年3月

31日)の 交付額ほ半額の6,600円を予定しています

【正】 1月 1日以降 (平成17年1月 1日～平成17年3月

31日)の 交付額ほ半額の6,600円を予定しています

国土交通省が
一
般国道 9暑 バイパスとし

て整備する浜日三隅道路 (原井町から三隅

町森滝上までの約14 5Km)は、 3月 十こ都市

計画決定となり、穂出町の周布川河川敷で

杭打式が開かれました。

これ こより、本事業が本格的 こスタ
ート

します。

源
口
三
隅
道
路
脱
打
式

おもなできごと

広報ほまだ !平成16年 5月 15日暑



酸臼
陰

vol口90

こ
ど
も
美
術
館

．ザャート
十１十ギ
■
ヤ
‐・ｉ
卜
・ド‐
ｉ
■■ｒ
・‐
十
■―
，

浜
国
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で

は
、
現
在

『
ソ
コ
三
ナ
三
ガ
ミ
エ

ル
？
―
写
真
を
め
ぐ
る
４
の
表
現
』

と
題
し
た
展
覧
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
本
展
は
、
国
内
外
で
活
躍

中
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
４
人
の

作
品
を

一
堂
睦
紹
介
す
る
も
の
で
、

写
真
を
使

っ
た
表
現
の
多
様
さ
と

そ
の
面
白
さ
を
実
感
し
て
も
ら
え

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

４
人
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ナ
ー
区

分
か
れ
た
展
示
室
は
、
各
作
家
の

個
性
あ
る
れ
る
写
真
の
数
々
が
並

び
、
四
者
四
様
の
雰
囲
気
で
み
な

さ
ん
を
迎
え
ま
す
。

展
覧
会
は
、
本
村
友
紀
さ
ん
の

作
品
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
約
１

ｍ
の
大
き
な
写
真
に
は
、
車
本
が

茂
り
、
青
空
の
広
が

っ
た
美
し
い
風

景
が
写
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
望

も
こ
望
〉
＝

「新
し
い
庭
」
と
題
さ

れ
た
こ
の
作
品
。
ど
こ
が
「新
し
い
」

の
か
、
展
示
室
で
じ
っ
＜
り
と
観
察

し
て
み
て
＜
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
区

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使

っ
た
作
品
な

ど
計
６
点
を
紹
介
し
ま
す
。

続
い
て
、
「お
見
合
い
写
真
」
を
題

材
区
し
た
作
品
で
私
た
ち
を
あ

っ
と

鷺
か
せ
て
＜
れ
る
の
は
、
澤
日
知
子

さ
ん
で
す
。
華
や
か
に
着
飾

っ
た
３０

人
の
女
性
の
お
見
合
い
写
真
を
通
し

て
、
人
の
外
見
と
内
面
の
問
題
を
者

え
て
ほ
し
い
、
と
言
う
澤
田
さ
ん
。

お
気
ほ
入
り
の
写
真
区
ジ
ー
ル
を
貼

る
コ
ー
ナ
ー
や
、
気
軽
ほ
で
き
る
変

勇
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
楽
し
み
な
が

ら
者
え
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

梅
佳
代
さ
ん
の
写
真
ほ
は
、
み
な

さ
ん
思
わ
ず
笑
顔
に
な

っ
て
し
ま
う

は
ず
で
す
。
中
で
も
、
小
学
生
の
男

の
子
を
被
写
体
に
し
た
ン
リ
ー
ズ
写

重
有
男
子
」
の
生
き
生
き
と
し
た
表
情

と
や
ん
ち
ゃ
な
行
動
ほ
魅
見
で
す
。

小
さ
な
も
の
か
ら
ｌ
ｍ
以
上
の
大
き

な
も
の
ま
で
、
１００
点
以
上
の
写
真
を

ず
ら
り
と
紹
介
し
ま
す
。

ス
ナ
ッ
プ
写
真
の
魅
力
を
堪
能
し

た
後
は
、
「立
体
に
な
っ
た
写
真
」
の

部
屋
で
す
。
山
日
佐
保
子
さ
ん
は
、

身
近
な
も
の
を
被
写
体
に
、
ま
る
で

カ
メ
ラ
を
自
分
の
国
の
よ
う
に
し
て
、

隅
か
ら
隅
ま
で
撮
影
し
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
て
で
き
た
部
分
写
真
を
ア
ク

リ
ル
板
睦
貼
り
付
け
、
も
と
の
形
Ｅ

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
＜
の
で
す
が
、

そ
こ
に
は
魅
ず
「ず
れ
」
が
生
じ
ま
す
。

そ
の

「ず
れ
」
を
た
ど
っ
て
い
＜
と
、

た
＜
さ
ん
の
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

さ
て
、
こ
の
４
人
の
作
家
区
加
え

て
も
う
１
人
、
小
さ
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
浜
日
の
隣
、

益
田
市
ほ
住
お
ろ
川
素
直
ち
ゃ
ん
、

現
在
４
歳
で
す
。
お
母
さ
ん
の
カ
メ

ラ
付
き
携
帯
電
話
で
写
真
を
撮
り
始

め
た
の
は
、
な
ん
と
３
歳
の
頃
。
小

さ
な
素
直
ち
や
ん
の
「チ
ビ

っ
ち
や
い

写
真
」
約
２
０
０
点
に
は
、
大
人
ほ
見

過
ご
し
て
し
ま
う
よ
う
な
す
て
き
な

世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

４
人
十
１
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
Ｅ
よ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
。
そ
こ
ほ
写
っ

て
い
る
も
の
を
じ
っ
＜
り
見
て
い
＜

と
、
様
々
な
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。

み
な
さ
ん
揃

っ
て
ぜ
ひ
お
越
し
＜
だ

さ
い
。

■
会
期
　
７
月
１１
日
０
ま
で

コ
時
間
　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

八
館
ほ
４
時
３０
分
ま
で

世
界
こ
ど
も
美
術
館

錐
月
の
活
動

■
ホ
リ
テ
ー
創
作
活
動

《
雪
真
あ
と
び
チ
ョ
キ
ン
＆
ペ
タ
ン
》

写
真
や
ポ
ス
タ
ー
を
自
由
ほ
切
っ
て

貼
っ
て
、
楽
し
い
作
品
を
つ
＜
ろ
う
。

◎

６
月

５
日
働

・
６
日
０

・
姥
日

働
・
‐３
日
０

《
す
す
め
！
水
玉
く
ん
》

段
ボ
ー
ル
の
上
ほ
カ
ラ
フ
ル
な
テ
ー

プ
で
道
を
作
り
ま
す
。
そ
の
道
を
進
お

の
は
、
な
ん
と
水
滴
上
つ
ま
＜
ゴ
ー
ル

ほ
を
ど
り
着
け
る
か
挑
戦
だ
。

◎

６
月
１９
日
仕

・
如
日
個

。
２６
日

働
・
ダ
日
倒

材
料
費
　
ひ
と
り
１
０
０
円

※
　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
～

４
時
の
活
動
で
す
。
参
加
希
望
者

は
、
当
日
受
付
で
午
後
３
時
３０
分

ま
で
に
申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
団
体
で
の
ご
利
用
は
受
け
付
け

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事

前
ほ
ご
連
絡
＜
だ
さ
い
。

■
パ
ソ
コ
ン
で
総
を
描
こ
う

マ
ウ
ス
を
自
由
区
動
か
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
絵
を
描
い
て
み
よ
う
。

※
　
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
場
合
な
ど
を

除
い
て
、
開
館
日
ほ
い
つ
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
金
小料
）

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術
館

（な
②
８
４
５
１
）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

カ
フ
ェ
ヘ
ど
う
ど

こ
ど
も
美
術
館
の
３
階
区
あ
る

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
毎
週
土

日
躍
日
、
祝
日
区
な
る
と
、
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
、
更
一ヽ
ュ
ー
ジ

ア
ム

カ
フ
エ
」
が
才
―
プ

ン
し
ま
す
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
カ
フ
ェ

は
、
普
さ
ん
が
普
段
あ
ま
り
□
Ｅ

す
る
こ
と
が
な
い
世
界
各
国
の
珍

し
い
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
塑
種

類
も
の
メ
三
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
展
覧
会
や
創
作
活

動
の
後
は
、
海
を
眺
め
な
が
ら
世

界
各
国
の
お
茶
を
味
わ
い
ほ
お
立

ち
寄
り
＜
だ
さ
い
。

ｔ
増
わ
ホ

！館
■
！

！
！
！
！

（■
曜！
■
▼
７
！！田！
■
一
■
■
引

！
＝
■
掛

！日
！

！！
！

！
！

一

▲木村友紀<new garden>

▲悔佳代<男 子 >

営 営
午 業 業
後 時 日
1間
時  毎
j 午 週
4 前 土
]寺10  ・
時 日
; ] 窪
正 ・

午 祝
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○
申
込
受
付
期
間

・
男
性
警
察
官

（大
卒
）

５
月
１７
日
個
～
６
月
１１
日
Ｑ

・
男
性
警
察
官

（高
卒
）

７
月
８
日
閃
～
８
月
６
日
０

①
第
１
次
試
験

・
男
性
警
察
官

（大
卒
）

７
月
１１
日
０

・
男
性
警
察
官

（高
卒
）

９
月
１９
日
個

①
受
験
資
格

・
男
性
能
察
官

（大
卒
）

平
成
１７
年
４
月
１
日
現
在
、
満
塑

歳
以
上
３０
歳
以
下
の
男
性

（平
成

‐７
年
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
お
）

・
男
性
警
察
官

（高
卒
）

右
記
以
外
の
人
で
平
成
１７
年
４
月

１
日
現
在
、
滴
１８
歳
以
上
３０
蔵
以

下
の
男
性

□

県
人
事
委
員
会
、
県
警
察
本
部

警
務
課
、
浜
日
警
察
署
、
交
番
、

駐
在
所

で
申
込
書
の
交
付
を
受

け
、
２
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、

必
ず
県
人
事
委
員
会
事
務
局
へ
提

出
し
て
＜
だ
さ
い
。

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
の
申
込
先

Ｊ
岸
古ｏ
い＼
＼
〓
〓
〓
時
・
ｏ
【①
キ・
∽
丁
一ヨ
∞
⊃
①
，
」

ｏ
＼
∽
①
Ｏ
洋
一〇
Ｄ
＼
∽
い
一＜〇
⊂
＼

ロ

フ
リ
‐
ダ
イ
ャ
ル
＝
奮
０
１
２

０
１
０
３
２
１
７
６
４
、
浜
日
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所

ソ 詰 _ 闘 コ響

|つ と

鞠
鶴

鶴

鱒

韻

車
一
」
一

・■ =軍 王霞轡攣醸襲醒軍互r~―
――

騒な か 綾醒 轟 雛

点
訳
奉
仕
員
　
点
訳
の
知
識
や
技
術

の
習
得
を
し
、
視
覚
障
害
者
が
利

用
す
る
点
字
図
書
を
作
り
ま
す
。

朗
読
奉
仕
員
　
朗
読

（吉
訳
）
の
技

術
を
身
に
つ
け
、
録
首
図
書
を
作

り
ま
す
。

対
象
者
　
点
訳
奉
仕

・
朗
読
奉
仕
を

希
望
す
る
人
で
、
６５
歳
未
満
の
人
。

講
習
会
終
了
後
に
継
続
し
て
活
動

が
続
け
ら
れ
る
人
。

（剛
一
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
＝
６
月

９
日
～
平
成
１７
年
３
月
２
日
　
午

前
１０
時
～
正
午

（全
１８
回
　
水
躍

日
）
朗
読
奉
仕
員
養
成
話
習
＝
６
月
９

日
～
平
成
１７
年
３
月
２
日
　
午
後

１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

（全
１８
回

水
躍
日
）

〔陽
一
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
＝
い
わ

み
―
る
　
朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習

＝
益
田
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ロ
〕
各
‐５
人

口
）
無
料
（た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代

点
訳
＝
１
、
０
５
０
円
　
朗
読
――

８
０
０
円
）

申
込
締
切
日
　
６
月
４
日
Ｑ

（円
Ｘ
剛
ヤ
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー

（奮
②
９
３
３

４
、
団
②
９
３
３
５
）

男
性
料
理
教
室
！
！

～
男
子
厨
房
に
大
い
に
入
る
べ
し

〔円
一
５
月
郷
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
１
時

□

国
府
公
民
館

内
容
　
水
餃
子
づ
＜
り

団

５
０
０
円

（同
一
３０
人
（先
着
順
）

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン

〔∪

六
円
一
国
府
公
民
館

（谷
④
ｌ
２
７
０
）

パ
ソ
子
ュ
一
ｉ
一
！
！

〔Ｕ

５
月
２８
日
０
、
６
月
１１
日
０

午
後
了
時
～
９
時

□

国
府
公
民
館

〔同
一
１５
人
（両
国
ほ
参
加
で
き
る
人
、

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容
　
ワ
ー
ド
で
文
書
作
成
、
ワ
ー

ド
イ
ラ
ス
ト
、
表
作
成

対
象
者
　
市
内
在
住
で
マ
ウ
ス
操
作
、

文
字
入
力
が
で
き
る
人

申
込
締
切
日
　
５
月
２５
日
側

〔∪
▲剛
一
国
府
公
民
館

客

①
ｌ
２
７
０
）

入

門

』

内
容
　
１
回
目
＝
デ
ジ
カ
メ
、
パ
ソ

コ
ン
の
操
作
方
法

２
回
目
――
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た

写
真
の
パ
ソ
コ
ン
ヘ
の
取
り
込
み
、

保
存
、
編
集
方
法

（倒
｝
１
、
７
０
０
円

※
　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実
費

対
象
　
市
内
在
住
で
両
国
参
加
で
き

る
人

⌒同
｝
‐５
人

※
　
定
員
を
超
え
た
場
合
ほ
抽
選

□

各
公
民
館

鞭 ■巨卜自 ぬ ―‐・・目 申1帥 8 輛 器

浜  日 6月 29日 (火)

午前10時

～11時

7 月 6 日侠)

午前10時

～正午

6月 15日快) 奮②9358

石  見 7月 22日休) 7月 29日 (本) 7 月 8日 休) a② 1380

長  浜 6月 14日個) 6月 21日個) 5月 31日個) な②4614

国 府 6月 25日住) 7月 2日C) 6月 11日住) a① 1270

周  布 6月 1日 快) 6 月 8 日 快) 5月 28日C) 奮② 0058

大  麻 7月 1日 休) 7 月 8 日体) 6 月 1 7 日休) 否②0897

美 6月 30日体)
午後1時30分

～2時30分
7 月 7 日体)

午後1時30分

～3時30分
6月 16日(水) a② 3657

広報はまだ :平成16年5月 15日暑 □
=日時 □

=場所 唾勢定員 日
=料金 □

=申込先 □
=応募先 □

=問い合わせ先



防
火
管
理
に
樹
す
る
構
習
会

受
講
対
象
者
　
消
防
法
第
８
条
第
１

項
に
定
め
る
防
火
対
象
物
に
お
い

て
、
防
火
管
理
者
と
し
て
の
沓
一格

の
取
得
を
必
要
と
す
る
人

（防
火

対
象
物
ほ
お
い
て
管
理
的
ま
た
ほ

監
督
的
な
地
位
ほ
あ
る
者
で
あ
る

こ
と
）

講
習
会
種
別
　
甲
種
防
火
管
理
者
講

習
会

〔剛
一
６
月
２４
日
閃
、
２５
日
０

午
前
９
時
～
午
後
５
時

□

浜
日
地
区
消
防
本
部
　
△
蚕議
室

〔円
一
テ
キ
ス
ト
代
４
、
５
０
０
円
を

添
え
て
浜
日
地
区
消
防
本
部
予
防

課
、
各
出
張
所
ま
た
は
分
這
所
に

申
し
込
ん
で
＜
だ
さ
い
。

※
　
定
員

（５０
人
程
度
）
に
な
り
次

第
締
め
切
り

同
〕

浜
日
地
区
消
防
本
部
予
防
課

（ａ
②
ｌ
ｌ
６
７

・
予
防
課
専
用

電
話
）

市
営
住
宅
反
穏
唱
ｆ
ｉ

家
賃
　
収
入
額
に
よ

っ
て
異
な
り
ま

す
。

敷
金
　
入
居
時
の
家
賃
の
３
倍

受
付
期
間
　
５
月
１７
日
側
～
５
月
３‐

日

月

応
募
資
格

○
現
在
同
居
ま
た
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
こ
と
。
（身
体
障
害
者

・

５０
歳
以
上
の
人
な
ど
に
つ
い
て
ほ

１
人
で
も
入
居
可
能
）

○
政
令
で
定
め
る
収
入
の
基
準
に
適

合
し
て
い
る
こ
と
。

○
現
ほ
住
宅
区
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

○
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

□

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

（奮
内
線
３
５
２
）

ポ
ラ
ン
テ
イ
サ
輔
ギ
捕
掃

「全
国
豊
か
な
海
づ
＜
り
大
会
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０
人
の

会
」
で
は
、
毎
月
１
回
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
で
海
岸
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

〔円
一
５
月
２２
日
働
　
午
前
７
時
３０
分

か
ら
１
時
間
程
度

集
合
場
所
　
古
和
養
殖
場
前

清
掃
場
所
　
生
湯
海
岸

※
　
参
加
し
た
人
底
ほ
サ
ポ
ー
ト
通

貨

「神
楽
」
（５
０
０
円
相
当
）
を

配
布
し
ま
す
。

価∪
「全
国
豊
か
な
海
づ
＜
り
大
会

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０
０

人
の
会
」
牛
尾
さ
ん
（
ａ
０
９
０
１

８
２
４
４
１
９
４
２
９
）

方

わ

　

　

　

　

　

　

　

ン

・

浜
日
市
国
際
交
流
員
の
デ
イ
ビ
ツ

ド

・
ベ
ス
ト
ー
さ
ん
と

一
緒
に
簡
単

な
英
語
の
歌
を
歌

っ
た
り
、
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
ま

す
。
楽
し
い
時
間
を
親
子
で

一
緒
ほ

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〔Ｕ

６
月
５
日
働
　
午
前
９
時
３０
分

～
１０
時
３０
分

（３
歳
未
満
対
象
）
、

午
前
１１
時
～
正
午

（６
歳
未
満
対

象
）

□

右
見
公
民
館

講
師

市
国
際
交
流
員
デ
イ
ビ

ツ

ド

・
ベ
ス
ト
ー
さ
ん

（剛
一
１
組
２
０
０
円

（会
員
無
料
）

（同
一
郷
組
（各
１０
組
）

申
込
締
切
日
　
６
月
３
日
側

⌒同
〓
剛
｝
浜
日
交
際
交
流
協
会
　
橋

本
さ
ん

（奮
②
ｌ
２
４
１
）

第
３
回
層
裕
城
，
，
「
ク

唐
谷
坂
保
存
会

で
は
、
昔

の
街

道

・
唐
谷
坂

（河
内
町
）
ウ
牙
―
ク

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

石
畳
な
ど
歴
史
的
風
惰
の
あ
る
こ

の
道
を
曽
さ
ん
ぜ
ひ
体
験
し
て
＜
だ

さ
い
。

（団
一
５
月
郷
日
０
　
集
合
＝
午
前
９

時
３０
分
　
河
内
町
（浜
日
自
動
車

学
校
駐
車
場
）

出
発
＝
午
前
１０

時
　
解
散
＝
午
後
２
時
予
定

コ
ー
ス
　
唐
谷
坂
３
愉
を
歩
＜
。
途

中
で
休
憩

・
昼
食

・
こ
れ
ま
で
の

調
査
で
判
明
し
た
資
料
な
ど
報
告

説
明
。

持
参
品
　
歩
き
や
す
い
靴
、
弁
当
と

飲
み
物
、
リ
ュ
ツ
ク
、
ご
み
入
れ

圃

無
料

※
　
雨
天
中
止

（小
雨
決
行
）

□

古
谷
智
英
昭
さ
ん

（奮
④
８
１

３
５
）
、
当
日
朝
ほ
藤
原
方
男
さ

ん

（奮
０
９
０
１
７
８
９
３
１
５

８
２
７
）

（

穀 l m ) 顛 度 翻 家 欝

城 ケ 平 住 宅 ( 2 K ) 昭示□46年度 1 戸 4,400～ 9,700円

下 府 住 宅 ( 2 D K ) 昭和49年度 1戸 9,500～ 20,900円

黒川改良住宅 (3 D K ) 8召示□52～54年度 3 戸 13,500～ 30,100円

緑 ヶ 丘 住 宅 ( 3 D K ) 平成 7年 度 1 戸 26,100～ 57,300円

※ ただし黒川改良住宅のうち 1

準早見表 (給与所得者 1人の場合)

噂 づ 蹴 隅 棚 棚 檻
200,000F]

以下

年間総収入 4,151,999 4,627,999 5,103,999 5,5751999 61051,999

年間総所得 2,780,000 3,160,000 3,540,000 3,920,000 4,300,000

※ 黒 川改良住宅、身体障害者、50歳以上の世帯ほ収入基準が異なります。

（円
三
剛
一
市
社
会
福
祉
協
議
会

容

②
０
０
９
４
）

第
１
回

！
穏
端
増

！
！！！！！
田
増
大
会

初
め
て
参
加
の
人
も
受
け
付
け
ま

す
の
で
あ
申
し
込
み
＜
だ
さ
い
。

（田
｝
６
月
１４
日
側

午
前
９
時
３０
分
～

□

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
人

〔剛
一
５
０
０
円
（当
日
集
金
）

⌒周
｝
４５
人

申
込
方
法
　
５
月
郷
日
閃
か
ら
電
話

で
受
け
付
け
ま
す

肥略‐！！れ枯十一≡≡≡

〔剛
一
６
月
６
日
０

午
前
８
時
３０
分
集
合

口
〕
周
布
町
ａｕ
ン
ョ
ツ
プ
６
Ｍ

パ
ー
ツ
）
後
万
水
日

募
集
チ
ー
ム
　
ー６
チ
‐
ム
（先
着
順
）

１
チ
ー
ム
４
人

（男
女
混
成
可
）

６
人
ま
で
登
録
可
能

対
象
　
中
学
生
以
上
の
男
女
で
遊
び

心
と
健
康
に
自
信
の
あ
る
人

日

１
チ
ー
ム
　
３
、
０
０
０
円

※
　
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
使
用

〔円
三
剛
一
周
布
公
民
館

（谷
②
０
０
５
８
）

広報ほまだ :平成16年5月 15日暑



ょ げ ぶ タ ヲ こ と ズ 脇 懸 魔 糠 隊 誨 鴻 わ ケ ア で 開應 噸 勝 リ ア

療 育 相 談
自閉症やAD甲9などの障害ののる手ギもさ
んの療喬や生活支援|と関する相談を受|す付け
ていますのをくお気軽|こど利用<ださいる
o月 5固|は)午 前9時～年後5時

地域生活支援センタ|レント (殿町)

無料             |

{∋坤朝生活支援センタTレツト
山崎さん、美濃さん (容②4141)

□日ル

石
見
畳
ヶ
浦
地
買
見
学
会

島
根
県
地
学
会
の
創
立
郷
周
年
を

記
念
し
て
石
見
畳
ヶ
浦
の
地
殻
変
動

を
テ
ー
マ
区
見
学
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
石
見
畳
ヶ
浦
の
浜
日
地

震
隆
起
説
に
つ
い
て
の
検
討
会
も
開

催
し
ま
す
。

（円
一
５
月
郷
日
倒

午
前
１０
時
～
午
後
２
時

□

石
見
畳
ヶ
浦
入
□
手
前
の
唐
鐘

照
港
。
現
地
見
学
会
（雨
天
決
行
）

午
後
１
時
か
ら
国
府
公
民
館
Ｅ
て

検
討
会

準
備
　
弁
当
と
雨
具

演
題
　
石
見
畳
ヶ
浦
の
地
殻
変
動

講
師
　
島
根
県
地
学
会
会
員
等

□

不
要

日

資
料
代
５
０
０
円

〔∪
桑
日
龍
三
さ
ん

谷

②
７
７
７
６
）

男
女
共
同
参
画
作
品

エ
ツ
セ
イ
、
提
案
、
川
柳

募
集
作
品

「家
庭
Ｅ
お
け
る
男
女

共
同
参
画
」
を

テ
ー
マ
と
し
た

エ
ッ
セ
イ
、
提
案

（家
庭
へ
の
提

案

・
市

へ
の
提
案
ど
ち
ら
で
も

可
）
、
川
柳

応
募
資
格
　
市
内
在
住
も
し
＜
ほ
在

勤
者

応
募
規
定
　
応
募
様
式
、
点
数
ほ
白

白
。
エ
ッ
セ
イ
お
よ
び
提
案
に
つ

い
て
は
８
０
０
字
以
内
。
未
発
表

の
自
作
ほ
限
り
ま
す
。

応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
暑
を
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ア
ツ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
応
募

表
彰
　
優
秀
作
品
ほ
表
彰
し
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

公
表
　
優
秀
作
品
は
今
後
の
啓
発
ほ

活
用
し
ま
す
。

応
募
期
間
　
５
月
１７
日
側
～
６
月
郷

日

火

そ
の
ほ
か
　
優
秀
作
品
の
著
作
権
ほ

浜
日
市
Ｅ
帰
属
し
ま
す
。

（剛
ス
側
一
地
域
政
策
課
男
女
共
同
参

画
係

（〒
６
９
７
１

８
５
０
１

殿
町
１
番
地
　
な
内
線
３
４
４
、

図
②
ｌ
８
６
６
）
Ｅ
メ
ー
ル
　
ｏ
ヨ

↓本
一〇
〇
↓汁＜
　
丁
∞ヨ
①
α
Φ
　
∽
丁
一ヨ
Φ
∋
①
　
」０

侃
と
水
滴
展

久
代
町
の
石
見
安
達
美
術
館
で
は

春
の
常
設
展
と
し
て
、
館
蔵
品
に
よ

る

「
硯
と
水
滴
展
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
特
ほ
硯
で
は
中
国
の
端
渓
硯

や
陶
器
の
硯
、
水
滴
で
は
有
名
な
朝

鮮
王
朝
の
桃
型
水
滴
や
急
須

・
蛙
形

な
ど
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
水
滴
な

ど
、
約
４０
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

〔田

６
月
３０
日
側
ま
で
　
午
前
１０
時

～
午
後
４
時
　
（毎
週
火
躍
日
休

館
、
た
だ
し
５
月
連
休
中
ほ
開
館
）

田

大
人
‐１
５
０
０
円
、
学
生
＝
２

０
０
円
、
小
学
生

＝
１
０
０
円

（毎
週
土
躍
日
ほ
学
生
以
下
無
料
）

□

石
見
安
達
美
術
館

各

①
ｌ
９
２
９

フ
オ
ト
サ
ー
ク
ル

「写
楽
」

第
９
回
　
写
真
展

〔Ｕ

５
月
郷
日
０
～
３０
日
働

午
前
９
時
～
午
後
５
時

□

石
央
文
化
ホ
ー
ル

・
展
示
ホ
ー

無
料
豊
島
さ
ん

（な
②
ｌ
６
３
６
）

テ
コ
ン
ド
ー
交
流
大
会

晶
根
県
内
の
愛
好
者
区
よ
る
競
技

大
会
を
浜
日
市
で
行
い
ま
す
。

こ
の
大
会
で
は
、
小
学
生
か
ら

一

般
社
会
人
ま
で
の
競
技
試
含
を
行
い

ま
す
。

（団
一
５
月
郷
日
０

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

□

県
立
石
見
武
道
館

□

日
淵
俗
さ
ん
（な
②
０
９
４
１
）

石
央
文
化
ホ
■
ル
休
館
日

（奮
②
２
■
０
０
）

運

輸
酬
紺
鞠
く
押

固
定
資
産
税

（全
期
前
納

，

第
１
期
）

，
軽
自
動
車
税

（年

１
固
）
の
納
付
期
限
は
、
５
月

３‐
日
働
・
□
座
振
替
日
は
５
月

鐘
轡
２８
日
０
で
す

□□けホ
石 6 ま |
央 月 す ル
文 2 ° 内
化 日  の
ホ 体) 害
| ｀  虫
)レ 3     馬区
日  除
(本) の
を
め
休

浜田市の人口

(4月末現在)

世帯数 19,281世帯

(前月比キ172)

総人口 46,374人

(前月比+231)

男   21,986人

(前月比キ132)

女   24,388人
(前月比キ99)

径
限
肝
ヒ

ご
厚
志
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し

た
。
（敬
称
略
）

◎
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
　
▽
黒
川

町
　
川
本
晴
子
　
▽
河
内
町
　
曽
利

正
俊
　
▽
紺
屋
町
　
佐
々
本
千
賀
子

▽
港
町
　
熊
谷
善
雄
　
▽
熱

日
町

横
田
昭
二
　
▽
内
日
町
　
石
田
義
昭

藤
原
ヒ
サ
∃
　
森
本
典
明

◎
自
治
会
な
ど
へ
　
○
京
町
＝
▽
京

町
　
山
根
信
夫
　
〇
十
文
字
原
＝
▽

内
村
町

向
井

ミ

ヨ
子
　
○
熱
田

１
１
１
Ｈ
▽
熟
日
町
　
横
日
昭
二

〇
熱
田
９
Ｈ
▽
熱
日
町
　
主円
本
比
呂

士ｂ
　
Ｏ
元
浜
１
、
２
、
３
＝
▽
元
浜

町
　
新
日
登
信
　
福
井
太

一

◎
公
民
館
な
ど

へ
　
○
下
府
＝
▽
下

府
町
　
高
本
エ
ミ
子
　
○
長
沢
町
２

＝
▽
長
沢
町
　
中
村
栄
子

◎
福
井
地
区
自
治
連
絡
協
議
会

ヘ

▽
熱
日
町
　
横
日
昭
二

◎
た
ん
ぽ
ぽ
の
里

へ
　
▽
熱

日
町

横
田
八
重
子

◎
美
川
公
民
館
後
援
会

へ
　
○
内
日

町
　
藤
原
ヒ
サ
ョ

◎
自
治
会
な
ど

へ
　
○
後
野
５
＝
▽

後
野
町
　
後
山
平
七

◎
小
学
校
新
入
児
童

へ
　
▽
浜
日
ラ

イ
オ
ン
ダ
グ
ラ
ブ

◎
美
川
苑
へ
　
▽
三
階
町
　
森
川
晴

司◎
熱
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ヘ

▽
熟
田
町
　
津
枝
ン
ズ
ヱ
　
村
上
頑

子◎
府
城
セ

ン
タ
ー

ヘ
　
▽
上
府
町

勝
田
秀
美

イ也

寄
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・場所 □

=定員 日
=料金 □

=申込先 □
=応募先 □

=問い合わせ先



①健康長落課 健康推進係(a内線164・166)
②健康長落謙 高齢書福祉係(a内線153)
③子菖て支援課‐1児重家庭係(a内績162・167)

検診 ・教窒など 自  固 時   間 場 所 内 容 な ど 備 考

肝糞ウイルス検診
6月十日(火)～
10月30日性|

各診療8寺間
指定医療機関
(6月十日暑の1云報に掲載)

対象、受診料など詳 し<ほ 6月

1日暑広報|こ掲載 [ノます。

申

込

不

要

胃がん検診 6月 4日(金)

8:00～8i30 長沢 2町 内児童館
対象 :市内こ居住の40歳以上の人

(国民健康保険カロ入者|よ無料。

保険証が必要)
※空腹状態でないと受診できません。

受診料 1,100円
9:30～10i00 石見公民館

手し児1建康言夕査
5月 18日快)

13,00～13i30 子育て支援センター

対象 平成 5年12月生まれ

ミを言夕米単:費者米斗

6月16日は) 対象 平成 6年 1月生まれ
1歳 6ヶ月健康診査 6 月 1 日( 火) 対象 :平成 4年 11月生まれ

O岸 干 1日ア碑 ES諺 本
5月 20日休) 対象 :平成 3年 1月 生まれ
6月 10国体) 対象 :平成 3年 2月 生まれ

ママパパ学級
に 婦教室)

5月 19日(水) 10!00～1li30 子育て支援センター

健康おやつの作り方 (試食あり)・

妊娠中から守る赤ちゃんの歯の健康

問い合わせ先 :③

対象 :妊婦さんとその家族など

※母子手帳を持参

してください

※おじいちやん、お

ばあちゃんの参力欧

お待ちしてます

健康相談
月躍曰

汁令‖窪日

9i30～ 11:00 子育て立楯センター 保健師・保育士・栄養士こよる相談・身林計演‖乳幼)巳文寸象
13!00～15100 市役所地階健康相談室 血圧 ・1/1脂方沢」定、健康相談 成人対象

断酒会

5月 18日(火)

19i00～21:00
浜日保健所

気軽|こご参カロ<だ さい。
問い合わせ先
山□源吉さん (a② 2495)

※市外の人も参

加できます6月 1日快)
6月 15日快) 浜田市民集会所

禁煙相談 5月28固Q) 13100～ 15i00 市役所地階健康相談室
イ固月J本目言炎

尿こ含まれるニコテンの濃度演J定

斗無

０

料

先

談

込

相

申 申

込

魅

要

糖尿病相談日
6 月9 日1 7 1 K )

(毎月第211r躍日)
13i00～17!00 市役所地階健康相談室

保健師、栄養士|こよる相談
予約した時間こきて<だ さい。

本目言葉米斗
申込先

無料

0

かたろう会 5月 21日(金) 13i30～15:30
1起康増進センター

は 原町)
脳卒中再発予防教室

※申し込みほ

②
※

※

子し児 ・1歳 6か月児 ・3歳児健診の該当者こほ事前こ個人通知します。
各がん検診で、70歳以上の人、生活保護世帯 ・市民税非課税世帯の人は受診料が免除されます。 (ただし、前立腺がん検診ほ除きます。)

<今 月の予防接種 > (  )内 ほ対象年齢   ※ 問い合わせ先 :③

今月ほ、三種混合 (生後3か月から)、 ツベルクリン反応 ・BCG(生 後 3か 月から)、 麻しん (1歳から)、 風
しん (1歳から)の 予防接種があります。三種混合、麻しん、風しんは、医療機関|こ予約をし、指定された期圏|こ

受けて<だ さい。

※ ツ`ベルクリン反応検査 ・BCG(5月 ・6月 )

ツベルクリン反応期日 会  場 受イ寸8寺間 BCG則 弓日 備 者

5月 26日17r)
浜 日 公 民 館 13:40～14:10

5月 28日 C) 半」定およびBCG接 種は、市内の小児科で個別

|こ実施します。電話で予約をして受すて<だ さい。6 月 2 1 日( 月) 6月 23日は)
※ ツ`ベルクリン反応検査は48時間以内に判定しますので、必ずBCG接 種を受けて<だ さい。

6月 1日 から基本健康診査 ・前立腺がん検診が始まります。

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
川
し
て
い
ま
す
。

◎基本健康診査

期間 6月 1日快)～ 10周30日仕)

場所 受 託医療機関 (広報 6月 1日暑|こ掲載します。)
対象者 市 内こ居住する40歳以上の人 (事業所健診対象者を

除きます。)

受診料 1,000円 を だし、次の0～ ④lこ該当する人ほ無料です。

①70歳以上の人 (8召和10年3月 31日以前出生の人)

②65～69歳の老人医療受給者

③生活保護世帯の人

④市民税非課税世帯瀬 曾あ曾留啓き雷培唇署誓言
付で

持参するもの 健 康手帳、受診カード

その他 な るべ<空 腹で受診して<ど さしヽ。

◎前立腺がん検診 (PSA検 査)

血波検査で簡単|こできる検査です。基本健康診査と

同3寺[受 すられますので、ぜひ受けて<だ さい。 (単

独でも受診できます。)

期間 6月 1日快)～ 10月30日 lt)

場所 受 話医療機関 (広報 6月 1日暑|こ掲動します。)

対象者 市 内|こ居住する40歳以上の男性

受診料 1,500円 (受診者全員必要です。)

持参するもの 健 康手帳、受診カード

※健診結果については受診医療機関で健康手帳に記入しますので、忘れずに持参してください。
(健康手帳を持っていない人は医療機関の受す付けにてその旨を伝えて<だ さい。お渡しします)

広報ほまだ :平成16年 5月 15日暑


